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■
歌
川
国
貞
（
三
代
豊
国
）
の
出
発
点
は

役
者
絵
で
は
な
く
美
人
画
だ
っ
た
！

　

歌
川
国
貞
（
三
代
豊
国
）
は
、
江
戸
時

代
後
期
の
浮
世
絵
界
を
代
表
す
る
存
在
の

絵
師
の
一
人
で
す
。
浮

世
絵
二
大
ジ
ャ
ン
ル
の

美
人
画
と
役
者
絵
を
中

心
に
戯
作
の
挿
絵
や
源

氏
絵
な
ど
も
手
掛
け
、

生
涯
に
万
を
越
え
る
膨

大
な
量
の
作
品
を
制
作

し
ま
し
た
。
幼
い
頃
か

ら
絵
を
好
み
、
十
代
な

か
ば
で
歌
川
派
隆
盛
の

総
師
・
初
代
歌
川
豊
国

に
入
門
。
天
保
十
五
年

（
一
八
四
四
）
に
は
、

師
「
豊
国
」
の
名
を
襲

名
し
ま
し
た
。

　

当
館
が
二
〇
一
五

年
に
催
し
た
浮
世
絵

展
「
歌
川
派
と
歌
舞

伎
」
で
も
ご
紹
介
し
た

よ
う
に
、
国
貞
は
役
者

絵
の
大
御
所
と
し
て
第

一
線
で
活
躍
し
ま
し
た

が
、
彼
の
画
業
の
変
遷

を
辿
っ
て
み
る
と
、
そ

の
出
発
点
は
美
人
画
に

あ
り
ま
す
。
画
業
の
は
じ
め
と
な
る
文
化

四
年
（
一
八
〇
七
）
頃
か
ら
美
人
画
を
描

き
、
天
保
期
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
に
は

国
貞
が
そ
の
人
気
を
独
占
し
、
国
貞
以
前

に
美
人
画
で
人
気
を
得
て
い
た
渓
斎
英
泉

（
け
い
さ
い 

え
い
せ
ん
）
の
作
画
量
を
大

き
く
減
ら
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
の
天
保
期
に
国
貞

が
描
い
た
美
人
画
の
う
ち
の
一
作
で
す
。

■
着
物
の
美
し
さ
が
国
貞
美
人
の
見
所
！

国
貞
画
《
角
海
老
屋
内　

八
千
代
》　

　

上
の
作
品
は
国
貞
の
極
印
の
形
状
と

署
名
の
形
よ
り
、
国
貞
が
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）
頃
に
制
作
し
た
も
の
で
あ

る
と
判
り
ま
す
。
同
様
の
作
品
は
、
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
と
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館

で
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

桜
の
木
の
下
、
二
人
の
禿
（
か
む
ろ
）

を
従
え
て
歩
い
て
い
る
の
は
、
吉
原
の
花

魁
で
す
。
多
く
の
髪
飾
り
を
付
け
、
絢
爛

豪
華
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
華
や
か
な
姿
が

捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
衣
装
の
模
様

は
桜
や
牡
丹
、
水
仙
な
ど
と
い
っ
た
季
節

の
花
々
が
あ
し
ら
わ
れ
、
帯
に
は
龍
や
雷

雲
な
ど
の
模
様
が
緻
密
に
描
き
込
ま
れ
て

い
る
上
、
十
色
以
上
の
豪
勢
な
色
で
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
原
の
花
魁
た
ち
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
当
時
流
行
の
最
先
端

と
し
て
捉
え
ら
れ
、
常
に
江
戸
の
庶
民
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
作
で
国
貞
が
取
り
上
げ
た
こ
の
花
魁

は
、
画
面
右
上
に
記
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
か

ら
、
通
称
「
角
海
老
（
か
ど
え
び
）」
と

呼
ば
れ
た
妓
楼
「
海
老
屋
」
に
所
属
す
る

「
八
千
代
」
で
あ
り
、
従
う
禿
は
「
ふ
み

の
」
と
「
た
よ
り
」
と
い
う
名
で
あ
る
こ

と
が
判
り
ま
す
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵

歌
川
国
貞
（
三
代
豊
国
）《
新し

ん
よ
し
わ
ら
き
ょ
う
ま
ち
い
っ
ち
ょ
う
め

吉
原
京
町
壱
丁
目 

角か
ど
え
び
や
う
ち

海
老
屋
内 

八や

ち

よ
千
代
》

天
保
4
年
（
１
８
３
３
）
頃

■
は
じ
め
に

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
松
方
三

郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
四
〇
〇
点
を

中
心
に
、
約
一
三
〇
〇
点
の
浮

世
絵
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
館

蔵
浮
世
絵
は
、
江
戸
時
代
の
足

立
区
の
風
景
を
描
い
た
作
品
を

は
じ
め
名
所
絵
（
風
景
画
）
が

多
く
を
占
め
ま
す
が
、
吉
原
遊

廓
の
花
魁
や
江
戸
の
町
娘
な
ど
を
描
い

た
美
人
画
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
美
人
画
に
描
か
れ

た
内
容
の
情
報
整
理
を
継
続
的
に
進
め
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
当
館
の
美
人
画
の
中

で
最
も
作
品
数
が
多
く
、
近
年
再
評
価

の
気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
浮
世
絵
師
・

歌
川
国
貞
（
三
代
豊
国
、
一
七
八
六
―

一
八
六
四
）の
美
人
画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

浮世絵師・歌川国貞（三代豊国）の美人画
畑江　麻里
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国
貞
が
描
く
美
人
画
は
、
江
戸
後
期
の

彫
り
と
摺
り
の
高
度
な
技
術
が
使
わ
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
さ
に
本
作
に

は
、
前
述
の
よ
う
な
彫
り
・
摺
り
に
お
け

る
当
時
の
最
高
峰
の
技
法
が
駆
使
さ
れ
て

お
り
、
極
彩
色
の
着
物
に
は
目
を
見
張
る

美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　

今
回
は
歌
川
国
貞
の
作
品
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、
当
館
所
蔵
の
浮
世
絵
の
中
に

は
、
他
に
も
当
時
の
文
化
風
俗
や
着
物
の

美
し
さ
を
楽
し
め
る
美
人
画
が
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
色
や
摺
り
が

良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
退

色
し
や
す
い
紫
の
色
も
鮮
明
に
残
さ
れ
て

お
り
、
多
色
摺
木
版
画
と
し
て
の

浮
世
絵
の
鮮
や
か
さ
を
今
に
伝
え

て
く
れ
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の

美
人
画
を
展
覧
会
で
ご
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�

　
　
　
（
郷
土
博
物
館　
専
門
員
）

『吉原細見』（部分）天保 5 年（1834）刊行（早稲田大学図書館蔵）

の
作
品
で
は
、
本
作
と
同
様
の
構
図
で
同

じ
く
角
海
老
の
「
鴨
緑
（
あ
い
な
れ
）」、

「
大
井
（
お
お
い
）」
が
描
か
れ
た
も
の
と

一
続
き
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
本
作
が
角
海
老
の
主
要
な
花
魁
を

扱
っ
た
三
枚
続
、
あ
る
い
は
連
作
で
あ
っ

た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
そ
の
中
の
一
作
と

し
て
描
か
れ
た
「
八
千
代
」
は
、
天
保
五

年
（
一
八
三
四
）
春
に
刊
行
さ
れ
た
吉
原

の
案
内
書
『
吉
原
細
見
』（
早
稲
田
大
学

図
書
館
蔵
）
で
も
大
き
く
記
さ
れ
、
角
海

老
中
の
著
名
な
花
魁
一
七
名
の
う
ち
の
一

人
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
同
様
に

「
鴨
緑
」、「
大
井
」
の
名
も
こ
の
中
に
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
主
要
参
考
文
献
〉

◦�

新
藤
茂『
五
渡
亭
国
貞
　
役
者
絵
の
世
界
』

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
一
九
九
三
年

◦�

鈴
木
重
三
「
歌
川
国
貞
の
小
伝
と
画
歴
」

『
歌
川
国
貞 

美
人
画
を
中
心
に
』
静
嘉
堂

文
庫
、
一
九
九
六
年

◦�

藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
美
人
―
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の
機
能
」『
浮
世
絵
芸
術
』

二
〇
〇
八
年

◦�

日
比
谷
孟
俊
「
吉
原
と
江
戸
文
化
に
関
す

る
研
究
―
妓
楼
和
泉
屋
平
左
衛
門
を
例
と

し
て
」
二
〇
一
五
年

◦�

日
野
原
健
司
『
歌
川
国
貞
　
こ
れ
ぞ
江
戸

の
粋
』
東
京
美
術
、
二
〇
一
六
年

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
の

開
館
以
来
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
支

え
ら
れ
て
、
郷
土
資
料
と
、
地
域
史
に
ま

つ
わ
る
情
報
を
蓄
積
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
形
は
様
々
で
す
が
、
展
覧
会
の
開
催
が

そ
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
、
今
春
開
催
し
た
「
美
と
知

性
の
宝
庫 

足
立
」
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
所
蔵
者
か
ら
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ

の
所
在
が
判
明
し
た
、
花
又
村
（
現
・

花
畑
地
域
）の
指
物
師
に
し
て
和
算
家
、

青
木
萬
吉
に
よ
る
《
旅
枕
》
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

■
花
畑
の
指
物
師
・
和
算
家
、

�

青
木
萬
吉
　

　

青
木
萬
吉
の
生
ま
れ
た
花
又
村
は
、

江
戸
の
和
算
家
、
関
孝
和
の
創
始
し
た

関
流
和
算
を
学
ん
だ
金
杉
清
常
、
太
田

廣
信
を
中
心
と
し
て
、
江
戸
時
代
中
後

期
か
ら
明
治
に
か
け
て
盛
ん
に
和
算
教

育
が
行
わ
れ
た
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。

生
家
が
代
々
、
箪
笥
や
箱
と
い
っ
た
木

工
品
を
制
作
す
る
指
物
職
を
家
職
と
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
指
物
師
を
生
業
と

し
て
い
た
萬
吉
も
ま
た
、
そ
の
中
か
ら

排
出
さ
れ
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
大
正

に
か
け
て
活
動
し
た
和
算
家
の
一
人
で

す
。
金
杉
清
常
の
曾
孫
に
あ
た
る
金
杉

清
好
の
門
弟
と
し
て
関
流
和
算
を
学
び
、

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
は
そ
の
知
識

を
買
わ
れ
て
地
租
改
正
の
改
正
委
員
と

な
っ
て
、
土
地
の
丈
量
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
和
算
家
と
し
て
の
評
判
を

高
め
た
萬
吉
の
も
と
に
は
、
多
く
の
門
人

が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
和
算
を

教
授
す
る
寺
子
屋
を
運
営
す
る
に
至
っ
た

と
伝
わ
り
ま
す
。
和
算
の
師
匠
と
し
て
門

「
ア
ラ
サ
ー
み
ゅ
ー
じ
あ
む
」
出
展
資
料
紹
介

青
木
萬
吉
作
《
旅
枕
》
に
つ
い
て

小
　
林
　
　
　
優

青木萬吉作《旅枕》　明治時代
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弟
た
ち
に
慕
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
、
金

杉
清
常
の
墓
も
あ
る
花
畑
の
実
性
寺
に

は
、
門
人
た
ち
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
萬

吉
の
墓
碑
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

■
指
物
師
と
し
て
の
技
量

　

和
算
家
と
し
て
一
家
を
為
し
た
青
木
萬

吉
は
、
家
職
の
指
物
業
に
お
い
て
も
一
級

の
腕
前
を
持
つ
職
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

当
時
の
記
録
か
ら
伺
え
ま
す
。

　

明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
政
府
の
肝

煎
り
に
よ
っ
て
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会

が
開
催
さ
れ
る
や
、
萬
吉
は
出
展
者
の
一

人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
博

覧
会
に
は
、
他
に
も
千
住
な
ど
、
現
足
立

区
地
域
か
ら
多
く
の
職
人
が
作
品
を
出
展

し
て
い
ま
す
が
、
開
催
の
同
年
に
内
国
勧

業
博
覧
会
事
務
局
よ
り
出
さ
れ
た
『
明
治

十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
評
語
』
の
出

品
区
分
二
区
十
四
類
を
見
れ
ば
、

　

離
合
製
行
厨
、
駒
箆　

　

花
又
村　

靑
木
萬
蔵

　

�

鉋
鑿
精
巧
ニ
シ
テ
其
器
善
ク
實
用
ニ
滴

　

ス
勉
勵
ノ
効
ア
ル
モ
ノ
ト
ス

　
※
「
萬
蔵
」
は
「
萬
吉
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

と
、そ
の
出
展
品
で
あ
る
行
厨（
こ
う
ち
ゅ

う
、
弁
当
箱
の
こ
と
か
）
と
駒
箆
（
こ
ま

べ
ら
、
着
物
の
捺
染
用
具
の
一
つ
で
あ
る

木
製
の
薄
い
へ
ら
）
に
対
し
て
、
高
い
評

価
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧

会
で
は
、
褒
賞
と
し
て
龍
紋
賞
牌
、
鳳
凰

賞
牌
、花
紋
賞
牌
の
三
賞
牌
が
設
定
さ
れ
、

審
査
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
ま
し
た
が
、
萬

吉
は
こ
の
作
に
よ
っ
て
花
紋
賞
を
受
賞
し

て
お
り
、《
旅
枕
》
と
共
に
そ
の
褒
賞
メ

ダ
ル
も
伝
来
し
て
い
ま
す
。

■
職
人
の
合
作
《
旅
枕
》

�

―
萬
吉
と
琳
派
絵
師
、
村
越
向
栄
―

　

こ
の
萬
吉
の
技
術
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ

た
の
が
今
回
ご
紹
介
す
る
《
旅
枕
》
で
す
。

旅
枕
と
は
、
江
戸
時
代
よ
り
長
期
旅
行
の

際
に
携
帯
さ
れ
た
細
工
枕
の
総
称
で
す
。

単
純
に
箱
枕
を
組
み
立
て
式
や
折
り
畳
み

式
に
し
た
も
の
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
一
種
と
し
て
、
お
お
よ
そ
弁
当
箱
大
の

箱
の
中
に
、
矢
立
や
発
火
用
具
な
ど
必
要

な
生
活
道
具
が
収
納
出
来
る
よ
う
細
工
の

施
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
萬
吉
制
作

の
旅
枕
も
そ
れ
と
同
様
の
も
の
で
、
や
は

り
箱
形
の
中
に
様
々
な
小
道
具
が
収
納
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

前
頁
左
下
に
掲
載
し
た
画
像
の
よ
う

に
、
二
段
組
み
に
な
っ
て
い
る
上
部
の
段

の
蓋
を
開
け
れ
ば
そ
こ
に
は
算
盤
が
収
納

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
段
を
外
し
て
詰
め
物

を
入
れ
れ
ば
即
席
の
箱
枕
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
側
面
を
引

き
上
げ
れ
ば
鏡
が
、

そ
の
反
対
の
側
面
を

引
き
抜
け
ば
小
行
灯

が
収
納
さ
れ
て
い
る

他
、
楊
枝
入
れ
や
二

段
の
小
引
き
出
し
と

い
っ
た
多
様
な
機
能

が
一
つ
の
箱
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
使
用
さ
れ
た
痕
跡
の
見
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
実
用
品
と
し
て
以
上
に
一
種

の
工
芸
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を

効
率
的
に
活
用
し
て
組
み
上
げ
ら
れ
た
こ

の
《
旅
枕
》
は
、
指
物
師
青
木
萬
吉
の
高

度
な
技
術
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
構
造
と
並
ん
で
注
視
す

べ
き
な
の
が
、
こ
の
《
旅
枕
》
が
江
戸

琳
派
の
泰
斗
、
鈴
木
其
一
の
画
系
を
受

け
つ
ぐ
千
住
の
琳
派
絵
師
、
村
越
向
栄

（
一
八
四
〇
～
一
九
一
四
）
と
の
共
作
で

あ
る
と
い
う
点
で
す
。

　
《
旅
枕
》
の
側
面
に
収
納
さ
れ
た
高
さ

約
二
〇
セ
ン
チ
程
の
小
行
灯
の
四
面
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
白
梅
、
撫
子
、
く
つ
わ
虫
、

墨
竹
と
、
春
夏
秋
冬
の
景
物
が
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、こ
の
内
の
白
梅
図
の
左
下
に
、

村
越
向
栄
の
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

行
灯
の
絵
が
、
向
栄
に
よ
っ
て
描
か
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
梅
の
図
に
は
、
琳
派
の
絵
師
が
よ
く
用

い
る
墨
や
顔
料
の
に
じ
み
の
効
果
を
利
用

す
る
「
た
ら
し
込
み
」
の
表
現
技
法
が
使

わ
れ
て
い
る
他
、
細
密
な
描
写
に
よ
る
く

つ
わ
虫
か
ら
、
一
転
し
て
水
墨
一
色
に
よ

る
墨
竹
図
と
い
う
よ
う
に
、
小
品
な
が
ら

向
栄
の
画
力
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
共
作
が
な
さ
れ
た
経
緯
は
現
段
階

で
は
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

絵
師
と
指
物
師
と
い
う
職
人
同
士
の
つ
な

が
り
、
あ
る
い
は
萬
吉
と
同
じ
く
、
向
栄

も
ま
た
千
住
河
原
町
で
寺
子
屋「
東
耕
堂
」

（
後
の
村
越
小
学
校
）
を
経
営
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
寺
子
屋
の
師
匠
同
士
の
付
き

合
い
を
通
し
て
、
向
栄
に
共
作
の
依
頼
が

な
さ
れ
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、『
開
学
明
細
書　

明
治
六
年
一
月　

第
六
巻　

第
六
番
中
学
校
』（
東
京
都
、

昭
和
三
十
八
年
）
中
を
見
れ
ば
、「
萬
延

元
庚
申
正
月
ヨ
リ
元
治
元
甲
子
年
五
月
迄

都
合
五
ヶ
年
間
靑
木
敬
藏
ニ
從
学
」
と
、

向
栄
が
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
か
ら
の

五
年
間
を
、
花
又
村
の
和
算
家
、
青
木
敬

蔵
の
私
塾
で
学
ん
で
い
た
こ
と
が
記
述
さ

村越向栄 画
《旅枕》付行灯《四季花鳥図》

「白梅図」中の向栄の印章
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れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
花
又
村
で
の
和
算

の
学
習
が
、
何
ら
か
の
縁
と
な
っ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

こ
う
い
っ
た
経
緯
も
含
め
て
、こ
の《
旅

枕
》
に
関
す
る
検
証
は
今
後
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。本
作
は
、

江
戸
か
ら
明
治
の
指
物
工
芸
の
高
い
技
術

を
物
語
る
優
品
で
あ
る
と
共
に
、
向
栄
の

画
業
の
幅
、
そ
し
て
当
時
の
区
内
地
域
で

活
動
し
て
い
た
職
人
た
ち
の
交
友
の
形
を

も
物
語
る
、貴
重
資
料
で
も
あ
る
の
で
す
。

�

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

　

い
ま
の
千
住
仲
町
を
中
心
と
し
た
千
住

南
部
一
帯
は
、
江
戸
時
代
に
は
千
住
宿
を

構
成
す
る
千
住
掃
部
宿
だ
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
近
世
初
期
は
掃
部
新
田
と
い
う
江

戸
東
郊
の
開
発
地
で
あ
り
、
そ
の
名
前
は

開
発
人
で
あ
っ
た
石
出
掃
部
介
吉
胤
に
ち

な
む
。
吉
胤
の
後
裔
は
町
役
人
も
つ
と
め

た
石
出
家
（
千
住
仲
町
）
で
同
家
が
伝
来

し
た
古
文
書
が
あ
る
（
石
出
家
文
書
、
当

館
蔵
）。
い
く
つ
か
の
記
録
類
が
あ
る
が
、

そ
の
一
つ
に
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～

一
八
〇
一
年
頃
）
に
、
石
出
弥
五
右
衛
門

（
生
没
年
未
詳
）
が
記
述
し
た
「
旧
記
留
」

が
あ
る
。
小
横
帳
に
掃
部
宿
の
由
緒
や
古

文
書
の
写
し
を
採
録
す
る
、
石
出
家
に
ま

つ
わ
る
記
述
も
多
く
、
記
述
に
統
一
性
を

欠
く
こ
と
か
ら
、
弥
五
右
衛
門
の
手
元
で

の
覚
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
千
住
宿
の
成
立
経
過
や
歴
史

事
項
に
つ
い
て
は
永
野
家
文
書
の
「
旧
考

録
」
が
歴
史
著
述
で
大
き
な
位
置
を
占
め

る
（
当
館
蔵
、
足
立
風
土
記
資
料
古
文
書

史
料
集
２
『
永
野
家
文
書
二
』
を
参
照
）。

同
書
に
見
出
せ
な
い
記
述
や
、
古
文
書
の

採
録
も
あ
り
、
本
資
料
を
合
わ
せ
見
る
こ

と
で
、
よ
り
立
体
的
な
歴
史
像
を
結
ぶ
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
本
資
料
の
釈
文
を
掲

載
し
、
合
わ
せ
て
解
題
を
付
し
て
今
後
の

参
考
に
供
し
た
い
。

　

※
以
下
釈
文
の
う
ち（
）【
】内
は
筆
者
。

■
釈
文

「（
表
紙
）

　
　
　
　
　
旧
　
書
　
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（
１
丁
表
）

【
①
掃
部
新
田
開
発
】

一
、
掃
部
新
田
開
発

　
　
慶
長
三
戌
年
石
出
掃
部
開
発

　�

元
和
弐
辰
年
九
月
、
石
出
掃
部
所
持
之

地
面
弐
拾
七
町
歩
余
、
左
之
廿
人
江
無

金
ニ
而
遣
シ
百
姓
ニ
取
立
、
伊
奈
備
前

守
様
江
書
上
ル
、

　
　�

治
左
衛
門
　
藤
右
衛
門
　
源
次
郎
　

喜
左
衛
門
　
惣
左
衛
門
　
長
右
衛
　

門
治
郎
右
衛
門
　
新
左
衛
門
　
徳
　

左
衛
門
　
甚
兵
衛
　
与
惣
右
衛
門
　

源
右
衛
門
　
十
右
衛
門
　
孫
右
衛
　

門
　
甚
右
衛
門
　
甚
左
衛
門
　
六
　

右
衛
門
　
新
右
衛
門
　
九
右
衛
門
　

三
蔵

【
②
橋
戸
の
由
緒
】

橋
戸
始
、
寛
永
十
七
辰
年
二
代
掃
部
所
持

之
地
面
左
之
猟
師
共
八
人
江
無
金
ニ
而
遣

シ
、
百
姓
ニ
取
立
、
同
年
四
月
伊
奈
半
十

郎
様
江
書
上
ル
、

（
１
丁
裏
）

　
　�

嘉
右
衛
門
　
忠
左
衛
門
　
彦
右
衛
　

門

　
　
七
郎
左
衛
門
　
九
兵
衛
　
紋
四
郎

　
　
助
右
衛
門
　
清
兵
衛

【
③
河
原
の
由
緒
】

川
原
始
、
承
応
三
午
年
水
入
畑
壱
町
四
反

九
畝
廿
九
歩
之
内
、
壱
反
八
歩
之
所
ニ
家

建
、

　
　
　
　
　
　
石
　
出
　
掃
　
部

　
　
　
　
　
　
阿
出
川
平
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
守
　
三
右
衛
門

右
三
右
衛
門
願
候
ニ
も
掃
部
新
田
水
入
畑

ト
書
上
ケ
候
、
川
原
ト
唱
候
儀
ハ
い
つ
と

な
く
申
来
り
候
、　
　
　（
以
下
次
号
）

　
　

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

■
解
題
１　
掃
部
新
田
の
草
切
り
由
緒

　
「
旧
書
留
」
で
は
、
冒
頭
に
掃
部
新
田

の
開
発
と
橋
戸
（
千
住
橋
戸
町
）
と
河
原

（
資
料
上
は
「
川
原
」
と
記
述
。
千
住
河

原
町
）
の
創
立
記
事
が
あ
る
。

①
掃
部
新
田　

千
住
掃
部
宿
の
母
体
と

な
っ
た
掃
部
新
田
の
成
立
記
事
で
、
慶
長

三
（
一
五
九
八
）
年
に
石
出
掃
部
が
開
発

に
入
り
、
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
に
治

左
衛
門
以
下
、
二
七
町
歩
の
土
地
に
二
〇

人
の
草
切
り
百
姓
が
開
発
し
た
と
す
る
。

②
橋
戸
の
由
緒　

橋
戸
町
は
寛
永
十
七

（
一
六
四
〇
）
年
、
二
代
目
の
石
出
掃
部
の

こ
ろ
、
嘉
右
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
八
人

の
猟
師
が
草
切
り
百
姓
と
な
っ
た
と
記
し

て
い
る
。
猟
師
を
百
姓
に
取
り
立
て
た
と

い
う
由
緒
は
他
書
で
は
確
認
で
き
な
い
。

③
河
原
の
由
緒　

河
原
町
は
、
承
応
三

（
一
六
五
四
）
年
に
「
水
入
」（
御
図
入
の

こ
と
＝
土
地
台
帳
に
加
筆
の
意
）
と
な
っ

た
の
が
畑
一
町
四
反
余
、
さ
ら
に
一
反
八

歩
余
の
家
が
あ
っ
た
と
い
う
。

■
解
題
２　
開
発
人
家
の
意
識

　

記
述
内
容
に
は
石
出
家
が
開
発
の
中
心

で
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た
部

分
が
あ
る
。
掃
部
新
田
、
橋
戸
、
河
原
の

い
ず
れ
の
開
発
記
述
で
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
次
の
文
脈
で
あ
る
。
元
も
と
「
石
出
掃

部
所
持
之
地
面
」で
あ
り
、そ
れ
を「
無
金
」

で
、草
切
り
百
姓
に
「
遣
し
」
た
と
す
る
。

　

し
か
し
一
般
的
に
こ
の
地
域
で
、
近
世

初
期
の
入
植
は
、
無
主
地
（
所
有
者
の

い
な
い
土
地
）
に
対
し
て
行
わ
れ
て
お

り
、
石
出
掃
部
の
よ
う
な
開
発
人
は
、
そ

の
調
整
・
支
援
を
行
っ
て
い
た
の
で
「
無

金
」
で
土
地
を
「
遣
し
」
た
と
の
記
述
は
、

あ
く
ま
で
後
世
の
本
資
料
が
作
成
さ
れ

た
十
九
世
紀
初
め
頃
の
感
覚
で
あ
ろ
う
。

�

（
つ
づ
く
）

�

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

千
住
掃
部
宿
の
「
旧
書
留
」
か
ら
①

掃
部
新
田
の
草
切
り
由
緒

�

多
田
　
文
夫
　


